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問題と目的

近年，大学生の就職活動の過酷さが注iヨされ

るようになり，厚生労働省 (2010)の調査では

2011年卒大学生の就職内定率は2010年10月l日

時点で57.6%と過去最低の数値となっている D

また， 2010年卒大学生の平均エントリー社数は

66.4社，平均内定数は1.0紳士(レジェンダ・コー

ポレーション， 2009) とエントリー社数に対し

て得られた内定数の少なさが目立ち，多数の会

社からの不採用を経験しながら，内定に向かつ

て活動している様子がうかがえる。

大学生は就職活動や進路選択の中で不安やス

トレスなど様々な不適応、を経験することが明ら

かにされており(北見-茂木・森， 2009;松田・

永作・新井， 2008; 2010; Peng， 2001; Saka， Gati， 

& Kelly， 2008など)，特に日本の就職活動におい

ては就職活動に関する不安が抑うつや身体に表

れるストレス症状を高めること(藤井， 1999)， 

就職活動に関するストレスが精神健康度を悪化

させることはヒ見ら， 2009)，就職活動に関する

不安が就職活動の量と主観的な満足感を抑制す

ることが報告されている(松田ら， 2010) 0 

また，上述したように，就職活動では多数

の会社からの不採用を経験するという現状が

あり， このことによって自尊感情が大きく損

なわれることも考えられるだろう。また，北見

ら (2009)や北見・森 (2010)はストレス状態

の長期化により，就職活動の意欲が低下した場

合，就職をあきらめてしまう可能性を指摘して

いる。

このように大学生の就職活動にはその活動を

阻害.iJP制するような様々な不適応が伴うにも

関わらず，大学生の就職活動は企業の採用スケ

ジュールを反映した画一的なプロセスによって

進められていくため このスケジュールから外

れてしまうと就i践することが離しいことを下

村・木村(1997)は指損している O

以上のことから大学生の就職活動は心理的な

不適応をもたらすイベントであり，多数の入社

試験における不採用という挫折を繰り返し経験

しながらも，採用スケジュールに合わせて活動

を継続していかなければならないプロセスであ

るといえる。就職活動中の心理的不適応を低減

し企業の採用スケジュールに合わせて就職活

動を継続していけるような支援が求められてい

ると考えられるだろう。

ところで，大学生は進路の悩みがあるときに

学生相談のような専門家よりもインフォーマル

な援助者である友達や家族への被援助志向性が

高いこと(木村-水野， 2004)が明らかにされ

ている。就職活動中の学生は多数の会社にエン

トリーし説明会に参加し採用試験を受ける

などと多忙である現状を鑑みると，以上のよう

な5常生活の中でサポートを得ることができる

人やもの，サービスなどのサポート資源の有効

な活用を促す就職活動支援が有用であると考え

られる。

日常生活の中に存在するサポートに関するまiJ

見はソーシャル・サポート研究の J:j:Jで蓄積され
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てきており(久田， 1987: 2006など)，サポート

資源、に援助を求めることについては被援助志向

性や援助要請研究の中で扱われてきた(水野・石

隈， 1999など)。しかしながら，佐藤 (2010)は

まずは人に頼らないで自分で問題解決していこ

うとする態度の健藤的な側面を指摘している。

自助資源の利用を人的資源に加えて検討して

いるものには佐藤 (2008)があり，この研究では

友人や家族などの人的資源の活用に加えてウェ

ブや書籍のような自助資源の活用に関して検討

を行い，友人や家族だけでなくウェブや書籍の

ような自助資源が学生相談よりも活用されてい

ることを明らかにした。

就職活動中のソーシャル・サポートを扱った

下村・木村(1997)では家族，先輩，向性の友

人.異性の友人を，松田・前回 (2008)では友人

と親をサポート資源として取り上げている。し

かしながら，これらは研究者によって設定され

たサポート資源の分類であり，就職活動中の学

生が多忙な中で実際にどのようなサポート資源

を活用しているのかは明らかにされておらず，

ウェブや書籍のような自助資源の活用について

も検討されていない。

そこで¥本研究では就職活動を経験した大学

生-大学院生を対象に自由記述式実関紙調査，

半構造化面接による調査を行い， ととのようなサ

ホ。ート資源から得られるどのようなサポートを

就職活動中の学生が実際に活用しているのか明

らかにすることを目的とする O 就職活動中に実

際に使われているサポート資源およびサポート

内容を明らかにすることで より現実に基づい

た就職活動中のサポート資源の活用に関する知

見を得ることができるだろう O

方 法

1 . 自由記述式質問紙

調査対象者

企業に対する就職活動を経験したことがあっ

た関東圏の国立大学3校，私立大学4校の大学

生27名および大学院生5名の合計32名(男性

11名・女性:21名)で，平均年齢は21.94歳 (SD

= 1.07)であった。大学はいずれも 4年制大学

を対象とした。なお，調査対象者には企業への

就職活動と問時に公務員試験を受験していた大

学生を含む。

誠査時期および調査手続き

2011年 6 月下旬~ 7月に無記名の個別記入

形式の質問紙を心理学の講義時間やサークル・

学生団体なとごの課外活動 および知人を通して

配布し匝答を求めた。

調査内容

「あなたは就職活動中にどのような人・ものか

ら実際にサポートを受けましたか。その人・も

のについて，差し支えのない範囲で詳細にご記

入ください。JI答えていただいた人・ものから

は実際にどのようなサポートを受けましたか。

実際にどのようなサポートを受けたか，差し支

えのない範囲で詳細にご記入ください。Jと教示

し空欄に自由に回答を求めた。

2. 半構造化面接

調査対象者

調査時期に企業に対する就職活動を経験した

ことがあった関東菌の国立大学の大学生日名お

よび大学院生2名，就職活動をしていた大学卒

業後 l年目のフリータ-1名の合計14名(男

性:6名・女性:8名)で，平均年齢は21.69歳

(SD = 0.58)であった。大学は 4年制大学を対

象とした。なお，調査対象者には企業への就職

活動と同時に公務員試験を受験していた大学生

を含む。また，調査協力者は自由記述式質問紙

の調査協力者と重複していない。

調査時期および誤査手続き

2011年 6 月下旬~ 7月に知人を通して面接

調査協力者を募集し 半構造化面接を実施し

た。

調査内容

就職活動をしていた時期のことが想起しやす

いように，時系列に沿って「自己分析や企業研

究など始める時期J. Iエントリーシートを提出

したか会社に赴いて説明会に参加する時期J.

「筆記試験や面接試験を受ける時期jの3つに就

職活動を分け，それぞれの時期に関して「不安
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な気持ちになったときやわからないことがあっ

たときにどなたか人にご相談しましたか上「不

安な気持ちになったときやわからないことが

あったときに何かものやサービスをご利用にな

りましたかJと尋ねた。

果

サポート資源の活用に関して， 自由記述式質

問紙から 227記述，半構造化面接から346~己述，

合計573記述を得た。得られた記述に対して， KJ

法(J11喜多， 1967)を援用して心理学を専攻す

る大学院生5名で記述の分類を行った。なお，

分類を行った大学院生 5名のうち， 2名は就職

活動を研究テーマとしており，そのうち 1名は

就職活動の経験があった。

記述の分類結果を Table1 lこ示す。分類の結

果14のカテゴリーと47のサポート源， 74のサ

ポート内容が得られた。なお，複数のサポート

源を含んだカテゴリーのうち，カテゴ1)ー名と

サポート源名がi可じ， r友人jカテゴリーの中の
「友人J.r先輩Jカテゴリーの中の「先輩J.r家
族』カテゴリーの中の f家族j，r先生jカテゴ
リーの中の「先生jは記述内容から具体的にど

のような「友人jr先輩jr家族jr先生Jである
かわからなかった記述が分類された。

サポート内容の「情緒的サポートJには気持

ちを聞いてくれたり 気分転換を一緒にしてく

れるなどの感情面でのサポートの記述が分類さ

れJ道具的サポートjには就職活動の様子を教
えてもらったり，模擬面按をしてくれるなどの

就職活動を寵接的・間接的に手伝う記述が分類

された。なお， r内容不明Jのサポート内容に
は「相談したjのような具体的なサポートの内

容がわからない記述が分類された。

次にそれぞれのサポートを活用している人数

を調査対象者全体の人数で徐しそれぞれのサ

ポートがどの程度の割合で活用されているか

ノTーセンテージを算出した(以下，このパーセ

ンテージを活用率と表記する)。活用率が20%

を超えたサポート内容は「就職サイトからの

道具的サポート (24人:52.17 %) J. r就職活動

をしていた先輩からの道具的サポート (17人

36.96%) J. r就職課からの道具的サポート(15
人:32.61 %) J. r友人からの道具的サポート(15
人:32.61 %) J. r就職活動をしている友人から
の道具的サポート(13人:28.26%)上「就活本

からの道具的サポート(13人:28.26%) J. r友
人からの情緒的サポート 02人:26.09%)jで

あった。サポート内容では道具的サポートが，

サポート資源はインフォーマルなサポート資源

および自助資源がより活用されていた。

大学生のソーシャル・サポートは女性のjゴが

努性よりも高くま1]党し(縮問・橋本. 1997).被

援助志向性は女性の方が男性よりも;高いという

知見が得られている(木村-水野， 2004)ため，

実際のサポート資源の活用にも性差がみられる

可能性が考えられた。そこで，活用率が20%を

超えた 7つのサポートに関して.r性別jx rサ
ポート活用の有無J の χ2検定によってtl: {I:~の検

討を行った。分析の結呆 7っすべてのサポー

トで性別jによる有意:差はみられなかった。

考察

本研究で、は就職活動i十1の学生がどのような資

源から， どのような内容のサポートを活用して

いるかを探索的に明らかにするために， 自由記

述式質問紙および半構造化面接を実施し得ら

れた記述に対して KJ法を援用して分類を行う

とともにそれぞれのサポートがどの程度の割合

で活用されているか活用率を算出した。

KJ法の結果および活用率を算出した結果か

ら就職活動中の学生は「情緒的サポートJより

も「道具的サポート」をより活用していることが

わかった。就職活動で、は情緒的な聞でのサポー

トよりもどのように就職活動を進めていけば良

いのかといった情報や実際にITi討委の練習をして

もらうといったサポートがより利用されやすい

のかもしれない。

また，就職活動中の学生は木村-水野 (2004)

や佐藤 (2008)の結果と同様に友人就職活動

をしている友人，就職活動をしていた先輩のよ

うなインフォーマルなサポート資源および就職

1
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活用率項目例

26.09%友人に不安な気持ちを開いてもらった

32.61%友人と情報交換した

8.70%友人にアドバイスしてもらった

就職活動をしている友人と頑張ろうねと百い
13.04% 
あった

就職活動をしている友達と説明会の情報共有を
28.26% 

した

435%就活中に知り合った友人と励まし合った

説明会で知り合った人と今の進み具合について
6.52% 訂
請した

6.52%就活をしていない友達に!愚痴を開いてもらった

就職活動をしていた友人からマナーで気をつけ
2.17% 
ることを聞いた

就職浪人している友人に就活の説明会の棟子を
2.17% 
開いた

2.17%就職している同期に仕事の様子を開いた

4.35%恋人に愚痴を開いてもらった

217%恋人に ESをみてもらった

4.35%先輩に話を開いてもらった

l3.04%先輩から就職活動に関する情報を得た

4.35%先輩に相談した

内定を多数民ーっていた先輩に愚痴をli号いても
2.17% 
らった

就職活動をしていた先輩に業界分析の仕方につ
36.96% 

いて聞いた

就職浪人していた先援にどういう風に就職浪人
2.17% 
を決意したか1mし、た

8.70%家族に話を聞いてもらった

10.87%家族から自己分析の際に;意見をもらった

2.17%家族に助言してもらった

10.87%親に不安な気持ちを開いてもらった

i7.39%来日に面接のアドバイスをもらった

4.35%親に相談した

4.35%父に自分を理解してもらった

13.04%父親に働くというのはどういうことか聞いた

8.70%母に白う〉を理現卒してもらった

19.57%母親に企業の評判をli11いた
435%兄弟に精神的フォローをしてもらった

10.87%姉に自己分析の仕方を教えてもらった

2.17%兄弟に相談した

2.17%毅戚から地元企業の情報を教えてもらった
2.17%ペットからぬくもりをもらった

バイトの同僚に第一希望の企業に落ちたときに
4.35% 
励ましてもらった

バイト先で同じ業界に内定をもらっている人が
2.17% 
どの時期に何をしていたのか開いた

2.17%バイト先の人に相談した

2.17%先生が親身に相談にのってくれた
2.17%恩師に最f麦の後押しをしてもらった
2.17%教授に愚痴を開いてもらった

研究室の先生にエントリーシートをチェックし
4.35% 
てもらった

4.35%学校の先生に相談にのってもらった

記述の分類結果と活用率

友人

げ止一
f
会
一
私
一
ロ
一
日
一

4

活一

Table 1 a 

サポート内容

情緒的サポート

道具的サポート

内容不明

サポート減カテゴリー

6 

13 

2 

情緒的サポート

道具的サポート

情緒的サポート

就職活動を

している友人

3 

3 

道具的サポート

就活をしていない友人情緒的サポート

就職活動で

知り合った友人

友人

道具的サポート就i舌をしていた友人

1
i

一っと
1
1

一円
4
7
b
二/}

就職浪人している友人道具的サポート

道具的サポート

情緒的サポート

道具的サポート

情緒的サポート

道具的サポート

内容不明

就職している友人

恋人恋人

情緒的サポート

先輩

就i織i舌動を
していた先輩

先輩

17 道具的サポート

4
一
5
一、B
O
B
S
4

一
5
一
8
一
?
と

2
プ
む
一

4
一
9
一
2
一
5
一、
j
i
-
-
7
i

道具的サポート

情緒的サポート

道具的サポート

内容不明

情緒的サポート

道具的サポート

内容不明

情緒的サポート

道具的サポート

情緒的サポート

道具的サポート

'l~f緒的サポート

道具的サポート

内容不明

道具ngサポート
情緒的サポート

就i殿j良人を

していた先輩

家族

業Q

父ff&

母親

家族

兄弟

組成

ペット

2 情緒的サポート

バイト先の

人 道具nヲサポート

内容不I珂

情緒的サポート

内容不明

情緒的サポート

バイト先の人

先生

2 
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道具的サポート

内容不明

大学の先生

先生
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記述の分類結果と活用率(続き)Table 1 b 

活用人数活用率項目例

2 4.35% CDPで応援してもらった

I5 32.61 %就職課でESの添削をしてもらった
2 4.35%キャリアセンターでいろいろな相談をした

OB訪問でどういった意識を持った人がいるか
17.39% 

サポート内容

a情緒的サポート

道具的サポート

内容不明

サポート源

主主}殿謀

カテゴリー

就職課

2.17% OB . OGに相談した

父の学生時代の!可JWの人に ESのアドバイスを
8.70% 
もらった

4.35%企業に資料を諮求した

人事の人が間接での受け答えに関するアドパイ
6.52% 
スをくれた

2.17%企業の人事部の人に相談にのってもらった

リクルーターに先輩がなにをやっているのか1m
6.52%いた

2.17% リクルーターにアドノてイスしてもらった

会社見学で現場の人にきれいなことだけじゃな
4.35% 
くしんどいことを開いた

6.52%合同説明会でL会全1:を知った

6.52%学生団体の企画で就活をは何かを!明いた

28.26%就活本で間接対策をした

6.52%会社のパンフレットで企業分析をした

就活ノートを見返してHo接で話したことを思い
2.17% ) I:Bした

435%雑誌で業界のニーズを調べた

4.35%新聞で時事問題対策をした

2.17%采り換え去を使った

2.17% 日校去を作った

2.17%マンガを読んで気分転換をした

インターネットで而接で何を質問!されるか制べ
17.39% 

守、

就職サイトを利用することで精神的な励みに
4.35% 
なった

52.17%就職サイトで企業の情報を集めた

インターネットの掲示板の書き込みを企業をみ
2.17% 
るときの参考にした

870%企業独自のサイトで企業の情報を得た

量販mのサイトでスーツの手入れの仕方を調べ
2.17%犬

2.17% twitterで就職支援の間体に質問した

4.35%スマートフォンで面接の予約をした

4.35%ニュースで時事を知った

2.17%ゲームをして気分転換した

8 道具的サポート
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のため様々な道具的サポートを提供してくれる

就職課がよく活用されていると考えられる O

先行研究の結果からサポート資源の活用に性

差がみられると予測されたため， χ2検定によ

る性差の検討を行った。しかしながら，先行研

っ、
υ

円
べ

υ

サイトや就活本のような自助資源をよく活用し

ていた。一方で，フォーマルなサポート資源と

考えられる就職課も活用されていた。上述した

ように就職活動では道具的なサポートがより利

用しやすいと考えられている可能性があり，そ
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究の知見からの予測とは異なり，サポート資源、

の活用に関して，男女差はみられなかった。こ

の結果についてはふた通りの解釈が可能であ

る。まず，第一の解釈として，先行研究では一

般的な問題に対しての援助要請について扱って

いるため男女による違いがみられたが，本研究

のような就職活動という特異的な場面では男女

によって差がみられないという可能性が考えら

れる。第二の解釈は本研究で収集したデータの

尺度水準に関係するものである。本研究で収集

したデータからはサポート資源をどの程度活用

するか， どの程度活用しないのかを明らかにす

ることができないため，今田の分析ではサポー

ト資源を「活用するjのか「活用しないjのか

を問題にして， χ2検定によって分析を行った。

しかしながら，先行研究で示された男女による

差はサポート資源を「活用するjのかJ活用し
ないjのかではなく，サポート資源をどの程度

活用するのか， どの程度活用しないのかといっ

た程度の違いによるものである可能性が考えら

れる O

今後は就職活動中のサポート資源の活用と他

の変数との数量的な関係を明らかにするため

に，本研究の結果をもとにしてサポート資源の

活用に関する尺度を作成し その妥当性と信頼

性を検討することが求められるだろう O
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